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令和７年山形村議会第３回定例会 

 

議 事 日 程 （第１号） 

 

令和７年９月２日（火曜日）午前 ９時００分開会 

開会宣告 

開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

自 令和７年９月２日 

（15日間） 

至 令和７年９月16日 

日程第 ３ 村長あいさつ・行政報告 

日程第 ４ 諸般の報告 

日程第 ５ 報告第 ３号 

日程第 ６ 報告第 ４号 

《提案説明、質疑、討論、採決》 

日程第 ７ 同意第 ３号 

日程第 ８ 同意第 ４号 

《提案説明、質疑、委員会付託》 

日程第 ９ 認定第 １号 

日程第１０ 認定第 ２号 

日程第１１ 認定第 ３号 

日程第１２ 認定第 ４号 

日程第１３ 認定第 ５号 

日程第１４ 認定第 ６号 

日程第１５ 認定第 ７号 

日程第１６ 議案第４６号 

日程第１７ 議案第４７号 

日程第１８ 議案第４８号 

日程第１９ 議案第４９号 
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日程第２０ 議案第５０号 

日程第２１ 議案第５１号 

日程第２２ 議案第５２号 

日程第２３ 議案第５３号 

日程第２４ 議案第５４号 

日程第２５ 議案第５５号 

日程第２６ 議案第５６号 

日程第２７ 議案第５７号 

日程第２８ 議案第５８号 

日程第２９ 議案第５９号 

日程第３０ 議案第６０号 

日程第３１ 議案第６１号 

日程第３２ 議案第６２号 

日程第３３ 議案の委員会付託 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１２名） 

１番 小 出 敏 裕 君  ２番 竹 野 入 恒 夫 君 

３番 百 瀬 昇 一 君  ５番 小 林 幸 司 君 

６番 福 澤 倫 治 君  ７番 新 居 禎 三 君 

８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 

１０番 上 條 倫 司 君  １１番 大 池 俊 子 君 

１２番 春 日  仁 君  １３番 大 月 民 夫 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村   長 百瀬繁寿 君  副 村 長 上條憲治 君 

教 育 長 大池昌弘 君  
代 表 監 査 

委 員 
住吉 誠  君 
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総 務 課 長 藤澤洋史 君  
企 画 振 興 

課 長 
堤  岳志 君 

税務課長兼 

会計管理者 
中村貞寿 君  住 民 課 長 村田鋭太 君 

保 健 福 祉 

課 長 
篠原雅彦 君  

子 育 て 

支 援 課 長 
中原美幸 君 

産 業 振 興 

課 長 
中川俊彦 君  

建 設 水 道 

課 長 
中村 光  君 

教 育 次 長 古畑佐登志 君  
総 務 課 

財 政 係 長 
丸山晃弘 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事務局職員出席者 

事務局長 宮澤寛徳 君  書  記 平出  怜  君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎開会宣告 

○議長（大月民夫君） 皆さん、おはようございます。 

  これより、令和７年第３回山形村議会定例会を開会いたします。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影、録音などをする場合には、事前に議長の許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） 全員が出席で、定足数に達しておりますので、直ちに本会議に

入ります。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、６番、福澤倫治議員、７番、新居禎

三議員を指名します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎会期の決定 

○議長（大月民夫君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  過日開催の議会運営委員会において、本定例会の会期を本日から９月１６日までの

１５日間にすべきものと決定いたしましたが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よって、今議会定例会の会期は、

本日から９月１６日までの１５日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎村長招集あいさつ・行政報告 

○議長（大月民夫君） 日程第３、村長より行政報告を兼ねて、招集のあいさつをお願

いいたします。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 本日は、令和７年第３回山形村議会定例会を招集しましたとこ

ろ、議員各位には、ご多用の中、全員のご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

本年は６月以降、高温の日が続いておりますが、村内では稲刈りも始まり、こうべ

を垂れた稲穂が黄金色に色づき、田んぼには秋の気配が感じられる季節となりました。

体験したことのない暑さの中、農作業に従事される皆様に心から敬意を表します。 

８月１４日に開催いたしました夏祭り「山形じゃんずら」には、大変多くの皆様に

お越しいただきました。新しい企画と地域の伝統が織りなす催しとして、村民の皆様

にもご満足いただけたものと受け止めております。夜空を彩った花火につきましても、

多くの方から好評の声を頂戴いたしました。ご協力・ご参加くださいましたすべての

皆様に、厚く御礼を申し上げます。 

また、２年ぶりとなりました山形村総合防災訓練の実施にあたり、村民の皆様にご

参加・ご協力いただきました。地震発生時の行動手順を改めて確認し、地域の防災力

向上につながる機会となりましたことや行政と地域の連携も確認できたと思います。

引き続き、自助・共助・公助の連携を一層強めてまいりたいと思っております。 

報道にもありましたとおり、長野県食肉公社の新施設建設断念と用地の返還の決定

を受け、松本新ごみ処理施設建設事業が再開されることとなりました。ご負担をお引

き受けいただいている地元の皆様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 

地元の皆様のご負担を少しでも軽減するためにも、私たち一人ひとりがごみの発生

抑制・分別・資源化に一層取り組むことが、山形村の責務であると認識しております。 

新施設については、ＤＢＯ方式によるプロポーザルが行われ、設計・建設・運営が

一体となった事業スキームにより、ライフサイクルコストの適正化が図れるものと期

待しております。安全・安心で持続可能な施設整備に向け、関係自治体と連携して丁
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寧に対応してまいります。 

さて、本定例会に提出しました案件は合計２８件であります。 

内訳は、報告２件、人事案件２件、令和６年度山形村一般会計をはじめとする７会

計の決算認定、水道事業等の剰余金の処分に関する３件、工業団地開発に伴う道路に

関する２件、条例の一部改正及び新規制定の計６件、そして令和７年度補正予算６件

であります。 

議員各位におかれましては、慎重かつ活発なご審議を賜りますようお願い申し上げ

まして、開会のごあいさつとさせていただきます。 

続きまして、次に行政報告であります。 

工事の発注状況、備品の購入状況については、お手元に配付されたとおり、資料の

工事発注状況、備品購入状況を御覧いただき、報告に代えさせていただきたいと思い

ます。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎諸般の報告 

○議長（大月民夫君） 日程第４、諸般の報告を行います。 

  議長活動状況の報告から出席要求者の報告につきましては、お手元に配付のとおり

ですので、ご了承ください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎報告第３号 

○議長（大月民夫君） 日程第５、報告第３号「令和６年度決算に基づく健全化判断比

率及び資金不足比率の報告について」を議題といたします。村長より報告を求めます。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 報告第３号「令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について」のご説明を申し上げます。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、財政の早期

健全化、財政の再生に関する指標であります実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質

公債費比率及び将来負担比率の４指標による「健全化判断比率」を監査委員の意見を
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つけて議会に報告するものであります。 

  実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字がないため、前年度と同様に数値なしとな

りました。 

  実質公債費比率についてでありますが、昨年度より０．７％下降し、５．３％とな

り、早期健全化基準には該当しませんでした。また、将来負担比率は、前年度と同様

に数値なしとなりました。 

  次に、同じ法律の第２２条第１項の規定により、公営企業の経営状況を判断する指

標であります「資金不足比率」を監査委員の意見をつけて議会に報告するものであり

ます。 

  資金不足比率は、水道事業、清水高原簡易水道事業及び下水道事業の３公営企業会

計とも資金不足は生じていないため、前年度と同様に数値なしとなり、いずれも経営

健全化基準には該当しませんでした。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村長の説明が終了しました。担当課長の詳細説明があれば、こ

れを求めます。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） ここで代表監査委員より「令和６年度決算に基づく健全化判断

比率及び資金不足比率」の審査意見について報告をお願いいたします。 

  住吉代表監査委員。 

          （代表監査委員 住吉 誠君 登壇） 

○代表監査委員（住吉 誠君） 令和６年度山形村決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率の審査意見について申し上げたいと思います。 

報告第３号の次のページから３ページにわたって、審査意見について記載してあり

ます。 

この審査意見につきましては、去る８月２５日に監査委員２名で村長に提出いたし

ました。 

１ページの下のほうですけども、１として健全化判断比率の審査意見が２ページ、

２として資金不足比率の審査意見が３ページということになっております。 

２ページを御覧いただきたいと思います。「令和６年度山形村決算に基づく健全化

判断比率の審査意見」であります。ポイントだけ申し上げたいと思います。 

２「審査の対象」。令和６年度山形村決算に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、
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連結実質赤字比率、実質公債比率及び将来負担比率）及びその算定の基礎となる事項

を記載した書類であります。 

５「審査の結果」。審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、法令に適合し、かつ正確であると認められました。 

６「審査の意見等」。 

（１）「健全化判断比率の状況」。ここに表が、４年度、５年度、６年度、３か年あ

ります。数字等につきましては、先ほどの村長報告のとおりでございますので、省略

したいと思います。 

（２）の「むすび」、一番最後の行でありますけれども、引き続き、健全な財政運営

に努めてください。 

３ページを御覧いただきたいと思います。「令和６年度山形村決算に基づく資金不

足比率の審査意見」であります。 

２「審査の対象」。令和６年度山形村決算に基づく資金不足比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類であります。 

５「審査の結果」。審査に付された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類は、法令に適合し、かつ正確であると認められました。 

６「審査の意見等」。 

（１）「資金不足比率の状況」。その表のところに４年度、５年度、６年度、３か年

ありますけれども、先ほどの村長報告のとおりでありますので、御覧いただきたいと

思います。 

（２）「むすび」。最後の行ですけれども、引き続き、効率的で安定した経営改善に

努めてください。 

以上であります。 

○議長（大月民夫君） 「令和６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率」

の審査意見についての報告が終わりました。 

それでは、報告第３号について質疑を行います。質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結します。 

  以上で、報告第３号は終了いたします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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   ◎報告第４号 

○議長（大月民夫君） 日程第６、報告第４号「令和６年度山形村一般会計継続費精算

報告について」を議題といたします。村長より報告を求めます。 

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 報告第４号「令和６年度山形村一般会計継続費精算報告につい

て」の説明を申し上げます。 

令和５年、６年度にわたり設定していた継続費に関わる継続年度が終了したので、

地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により報告書を調製し、これを議会に報告

するものであります。 

この報告書は、物価高騰対応重点支援給付金の住民税均等割のみ課税世帯、子ども

加算に関わるシステム改修委託業務に関わる内容となっております。精算内容につい

ては、精算報告書のとおりであります。 

報告は以上であります。 

○議長（大月民夫君） 村長の説明が終了しました。担当課長の詳細説明があれば、こ

れを求めます。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 「令和６年度山形村一般会計継続費精算報告について」の報告

が終わりました。 

それでは、報告第４号について質疑を行います。質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、質疑を終結します。 

  以上で、報告第４号は終了いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎同意第３号・同意第４号 

○議長（大月民夫君） 次に日程第７、同意第３号及び日程第８、同意第４号の「教育

委員会委員の任命につき同意を求めることについて」を一括して議題といたします。 

村長の提案説明を求めます。  

百瀬村長。 
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          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 同意第３号及び同意第４号の「教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについて」の提案説明を一括して申し上げます。  

教育委員４名のうち、窪田典子氏と平林昌廣氏の２名の委員が、令和７年９月３０

日をもって任期満了となります。  

教育行政を取り巻く環境は大きく変化し、課題も多様化しています。こうした状況

でありますので、両氏の知識と経験を生かし、引き続き教育行政の運営に力を発揮し

ていただきたく、再び教育委員に任命しようとするものであり、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、議会の同意を求めるものであり

ます。  

なお、窪田典子氏、平林昌廣氏とも、人格が高潔であり、教育、学術及び文化に高

い識見を有しておられ、適任であると考えます。  

よろしくご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。  

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終了しました。 

  ここで、議案審査についてお諮りします。 

議会運営委員会において、同意第３号及び同意第４号については委員会付託を省略

し、議会全員協議会を開催して詳細説明を受けることに決定しましたが、これにご異

議ございませんか。  

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よって、同意第３号及び同意第４

号については委員会付託を省略し、議会全員協議会において詳細説明を受けることに

決定いたしました。  

ここで、暫時休憩します。 

（午前 ９時１７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、本会議を再開します。 

（午前 ９時２１分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 先ほど議題としました日程第７、同意第３号の議案について、

お諮りいたします。 
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  本案件は人事案件であり、既に全員協議会において詳細説明を受けておりますので、

質疑を省略し、討論を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） 異議なしと認めます。 

  討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、討論を終結し、採決をいたします。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、同意第３号は、原案のとおり同

意することに決定しました。 

  次に、日程第８、同意第４号について、お諮りいたします。 

  本案件も、既に全員協議会において詳細説明を受けておりますので、質疑を省略し、

討論を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） 異議なしと認めます。 

  討論はございますか。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 討論がないようですので、直ちに採決いたします。 

  同意第４号について、原案のとおり同意することに賛成の議員はご起立願います。 

          （賛成者起立） 

○議長（大月民夫君） 起立全員であります。よって、同意第４号については、原案の

とおり同意することに決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎認定第１号～認定第７号 

○議長（大月民夫君） 日程第９、認定第１号から、日程第１５、認定第７号までを、

一括して議題とします。村長の提案説明を求めます。  

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 認定第１号から認定第７号までの令和６年度の決算７件につい
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ての提案説明を申し上げます。 

令和６年度山形村の一般会計、特別会計３会計及び水道、清水高原簡易水道、下水

道事業会計の合計７会計に係る決算について、地方自治法第２３３条第３項及び地方公

営企業法第３０条第４項の規定により、監査委員の意見をつけて、議会の認定に付す

るものであります。 

詳細については、令和６年度の決算を調製しました会計管理者から各会計につきま

して説明をいたします。 

○議長（大月民夫君） 次に、会計管理者より認定第１号から認定第７号までの議案に

ついて、決算書の説明を求めます。 

中村会計管理者。 

          （会計管理者 中村貞寿君 登壇） 

○会計管理者（中村貞寿君） 認定第１号から第７号、令和６年度山形村一般会計、特

別会計、公営企業事業会計の歳入歳出決算の概要について、一括してご説明いたしま

す。 

詳細につきましては、後日議会全員協議会において各課から説明の機会がございま

すので、決算書の款項別集計表に基づき、主な項目について、前年度決算額との比較

を中心に、千円単位で概要をご説明いたします。 

ページにつきましては、紙の資料に基づき、ご説明いたします。 

  初めに、認定第１号、一般会計についてご説明いたします。 

  １、２ページの歳入歳出決算総括表を御覧ください。 

繰越明許費を含む歳入総額は、前年度と比較しまして、１億2,436万3,000円増額の

44億2,000万9,000円、歳出総額は8,992万9,000円増額の42億8,052万9,000円で、実質

収支額は１億186万7,000円となりました。また、繰越明許費として翌年度へ繰り越し

た額は4,908万3,000円であります。 

３、４ページの款項別集計表を御覧ください。 

まず、歳入についてご説明いたします。 

１款の村税は収入済額10億7,500万1,000円、昨年より1,883万6,000円の減額となり、

収入未済額は1,256万1,000円で、313万3,000円の減額になりました。 

１０款の地方交付税は16億7,790万5,000円で、7,434万8,000円の増額となっていま

す。 

５、６ページを御覧ください。１７款の寄附金は3,233万3,000円で742万5,000円増
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額となりました。 

次に歳出についてご説明いたします。 

７、８ページを御覧ください。 

２款の総務費は７億5,534万5,000円で、１億4,372万2,000円の増額となりました。 

３款、民生費は13億3,886万円で、7,938万4,000円の増額となりました。 

１０款の教育費は３億9,104万4,000円で、1,347万8,000円の減額となっております。 

続いて250ページを御覧ください。 

基金の保管状況につきましては、令和６年は総額１億5,231万円増額となり、基金残

高は34億2,809万5,000円となっております。 

以上、一般会計歳入歳出決算の概要を説明いたしました。 

次に、特別会計についてご説明させていただきます。 

認定第２号、国民健康保険特別会計についてご説明いたします。 

１、２ページの歳入歳出決算総括表を御覧ください。 

歳入総額は前年度比9,000万3,000円減額の10億1,604万9,000円、歳出総額は１億788

万9,000円の減額の９億8,127万2,000円で、実質収支額は3,477万7,000円となっていま

す。 

３、４ページの款項別集計表を御覧ください。 

歳入の１款、国民健康保険税は２億4,884万3,000円で、2,357万5,000円の増額とな

り、収入未済額は316万1,000円減額の1,174万4,000円でした。 

５、６ページを御覧ください。 

歳出の２款、保険給付費は６億8,699万7,000円で、5,122万6,000円の減額となりま

した。 

続いて２４ページを御覧ください。 

基金の保管状況につきましては、国民健康保険支払準備基金として令和６年度末残

高は4,440万円となっております。 

認定第３号、後期高齢者医療特別会計についてご説明いたします。 

１、２ページの歳入歳出決算総括表を御覧ください。 

歳入総額は前年度比1,935万8,000円増額の１億2,013万9,000円、歳出総額は1,961万

9,000円増額の１億2,004万8,000円で、実質収支額は９万1,000円となっています。 

３、４ページの款項別集計表を御覧ください。 

歳入の１款、後期高齢者医療保険料は9,799万3,000円で、1,736万8,000円の増額と
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なり、収入未済額は31万5,000円でした。 

５、６ページを御覧ください。 

歳出の２款、後期高齢医療広域連合納付金は１億2,001万3,000円で、1,959万4,000

円の増額となりました。 

続いて、認定第４号、介護保険特別会計についてご説明いたします。 

１、２ページの歳入歳出決算総括表を御覧ください。 

歳入総額は、前年比4,819万7,000円減額の６億7,407万8,000円、歳出総額は2,936万

7,000円減額の６億4,371万4,000円で、実質収支は3,036万4,000円となっています。 

３、４ページの款項別集計表を御覧ください。 

歳入の１款、介護保険料は１億6,133万円で、1,461万7,000円の減額。収入未済額は

186万3,000円でした。 

５、６ページを御覧ください。 

歳出の２款、保険給付費は1,273万6,000円減額の５億4,765万8,000円となりました。 

４款の基金積立金は2,876万5,000円で、介護保険支払準備基金の令和６年度末残高

は１億8,238万8,000円となっております。 

次に、公営企業事業会計についてご説明いたします。 

認定第５号、水道事業会計についてご説明いたします。 

決算書の上水１３ページからの収益費用明細書に基づきご説明いたします。 

初めに収益的収支ですが、水道事業収益は１億9,601万6,000円で、291万7,000円の

減額、水道事業費用は１億5,105万7,000円で、2,688万2,000円の減額、純利益は4,495

万9,000円となりました。 

次に資本的収支ですが、上水１５ページを御覧ください。 

資本的収入は909万5,000円、資本的支出は１億2,563万6,000円となりました。 

差引不足額の１億1,654万1,000円につきましては、損益勘定留保資金などで補てん

しております。 

積立金の保管状況は、減債積立金5,500万円、建設改良積立金４億円となっておりま

す。 

認定第６号、清水高原簡易水道事業会計についてご説明いたします。 

決算書の簡水１３ページからの収益費用明細書に基づきご説明いたします。 

初めに、収益的収支ですが、水道事業収益は2,047万2,000円、水道事業費用は1,253

万5,000円で、純利益は793万7,000円となりました。 
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次に資本的収支ですが、簡水１５ページを御覧ください。 

資本的収入は1,511万3,000円、資本的支出は1,186万3,000円となりました。差引額

325万円は令和７年度に繰り越しております。 

基金につきましては、令和６年９月末をもって廃止し、取り崩した基金額は資本的

収入としております。 

続いて認定第７号、下水道事業会計についてご説明いたします。 

決算書の下水１７ページからの収益費用明細書に基づきご説明いたします。 

初めに収益的収支ですが、下水道事業収益は３億9,905万6,000円で、1,676万2,000

円の増額、下水道事業費用は３億3,997万6,000円で、814万8,000円の増額、純利益は

5,908万円となりました。 

次に資本的収支ですが、下水１８ページ中段を御覧ください。 

資本的収入は２億8,716万1,000円で、１億999万4,000円の減額、資本的支出は４億

5,755万2,000円で、１億3,226万9,000円の増額となりました。 

差引不足額の１億7,039万1,000円につきましては、損益勘定留保資金などで補てん

しております。 

以上で令和６年度山形村一般会計、特別会計、公営企業事業会計の歳入歳出決算書

の概要について説明を終わらせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 認定第１号から認定第７号までの説明が終わりました。 

  ここで担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

  最初に、認定第１号についての詳細説明はありますか。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、認定第２号についての詳細説明はありますか。 

○住民課長（村田鋭太君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、認定第３号についての詳細説明はありますか。 

○住民課長（村田鋭太君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、認定第４号についての詳細説明はありますか。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、認定第５号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、認定第６号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 
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○議長（大月民夫君） 次に、認定第７号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 以上で、担当課長の詳細説明が終わりました。 

  ここで、代表監査委員より令和６年度一般会計決算及び特別会計決算並びに公営企

業事業会計決算について、決算審査意見書の報告をお願いいたします。 

  住吉代表監査委員。 

          （代表監査委員 住吉 誠君 登壇） 

○代表監査委員（住吉 誠君） 令和６年度山形村の一般会計・特別会計歳入歳出決算

及び基金運用状況並びに公営企業会計決算の審査意見について申し上げたいと思いま

す。 

この審査意見につきましては、去る８月２５日に監査委員２名で村長に提出いたし

ました。 

１ページの下のほうですけれども、１として、一般会計及び特別会計歳入歳出決算

の審査意見が２ページから８ページ、２、基金運用状況の審査意見が９ページ、３、

公営企業会計決算の審査意見が１０ページから１４ページということになっておりま

して、参考として１５ページをつけてあります。 

２ページを御覧いただきたいと思います。 

一般会計及び特別会計、歳入歳出決算の審査意見であります。ポイントのみ申し上

げたいと思います。 

２「審査の対象」。一般会計及び３つの特別会計ということで、一般会計、国民健康

保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計の歳入歳出決算でありま

すし、その下に書いてある書類等であります。 

５「審査の結果」ということでありまして、４行目から御覧いただきたいと思いま

す。「結果、前述のとおり審査した限り、重要な点において、決算その他関係書類が法

令に適合し、かつ正確であると認められました。 

６「審査の意見等」、（１）「総括」、①「歳入歳出決算の状況」でありますが、先ほ

ど会計管理者から報告があったとおりですので、数字につきましては御覧いただきた

いと思います。 

３ページを御覧いただきたいと思います。 

アの「決算規模」、イの「決算収支」、ウの「予算執行」につきましては、先ほど会

計管理者等が説明したものとダブりますので、御覧いただきたいと思います。 
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次に、②「主要財政指標の状況」ということでありまして、そこに５つの指標が記

載してありますが、大きな変動等はございませんので御覧いただきたいと思います。 

次に、③「基金現在高の状況」であります。６年度末の基金現在高は36億5,488万

3,000円ということでありまして、前年度と比較して１億9,007万5,000円、５．５％の

増となっております。 

続きまして、④「村債現在高の状況」であります。４ページを御覧いただきたいと

思います。 

６年度末の村債現在高は21億4,988万6,000円で、前年度末と比較してマイナスの１

億3,606万6,000円、マイナスの６．０％の減ということになっております。 

続きまして、⑤「不納欠損額及び収入未済額の状況」であります。 

ア「不納欠損額」、一般会計及び特別会計の不納欠損額は427万9,000円ということで、

前年度と比較して121万8,000円、３９．８％の増となっております。 

イ「収入未済額」であります。一般会計及び特別会計の収入未算額は2,652万7,000

円で、前年度と比較すると、マイナス708万5,000円、マイナスの２１．１％の減とい

うことになっております。 

次に⑥「翌年度繰越額及び不用額の状況」であります。 

ア「翌年度繰越額」。一般会計の翌年度繰越額は4,908万3,000円で、前年度と比較す

ると350万9,000円、７．７％の増ということになっております。 

イ「不用額」。一般会計及び特別会計の不用額は１億7,798万3,000円で、前年度と比

較すると2,877万4,000円、１９．３％の増となっております。 

そこに不用額の表がありますけども、この中で６年度の大きなポイントは、国民健

康保険特別会計の不用額が8,195万6,000円、不用率７．７％ということで、前年度よ

り非常に増えておりますし、一般会計に比べても非常に大きな不用額を生じていると

いう点が大きなポイントかと思います。 

次に（２）「一般会計」であります。５ページを御覧いただきたいと思います。 

一般会計の最後の３行ですけども、一般会計から他会計へ支出したということで、

繰出金、負担金、補助金として、それぞれ支出しておりまして、合計で４億1,324万

6,000円ということで、一般会計の歳出総額の９．７％を占めているということで、他

会計への支出が非常に多かったということであります。 

続きまして、（３）の「国民健康保険特別会計」、（４）の「後期高齢者医療特別会計」、

（５）の「介護保険特別会計」につきましては、会計管理者から説明がありましたの
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で、御覧いただきたいと思います。 

続きまして、（６）「是正又は改善を要する事項等」ということであります。 

四角の下ですけれども、後述のとおり、指摘事項２件及び要望事項６件が認められ

ましたということです。 

まず指摘事項２件のうち①ですけれども、「給与費に関する不適正な支出負担行為・

支出命令について」。 

これにつきましては、令和６年１０月分から令和７年１月分の例月出納検査の結果

報告におきまして、４か月間、指摘事項としたわけです。 

内容ですけれども、「一般職職員の給与費（給料、職員手当等及び共済費）の支出負

担行為」、６ページを御覧いただきたいのですけれども、「支出命令について、令和５

年６月から令和７年１月まで予算執行者を担当課長から総務課長とした『誤った軌道

修正』は、財務規則、事務処理規則等を逸脱した取扱いであり」ということで書いて

あります。 

令和５年６月から総務課長の決裁が始まったわけですけども、令和７年１月という

のは、その下の四角の中にありますけども、例月出納検査の結果報告に基づき、村長

が講じた措置の内容ということで、事務処理規則を一部改正しまして、令和７年１月

２４日から職員の給与費関係については総務課長に限るということで改正しましたの

で、この令和７年１月２４日以降については総務課長の決裁ということになりました

けれども、令和５年６月から令和７年１月分までの職員の給料の一部につきまして、

１年８か月間の間におきまして、総務課長が決裁したと言っても、本来担当課長がす

べきものを総務課長がやったということでありまして、実際には決裁を経ずに職員の

給料の一部が支給されていたのではないかということで、非常にこれは問題がという

ことで、指摘事項ということにさせていただきました。 

次に②「土木費に関する除雪ドーザ購入の契約執行について」であります。 

この除雪ドーザの購入につきましては、令和３年度決算の審査意見におきまして、

議会の議決を経ていない財産の取得ということで指摘事項とさせていただきました。 

それから去年ですけども、令和５年度決算の審査意見としまして、同じ内容で全く

指摘事項ということで記載してあります。令和６年度におきましても、この除雪ドー

ザの購入につきましては、競争入札通知を指名した村内外５業者に送付しましたが、

入札辞退届が全５業者から提出され、入札が不調となりました。 

入札不調を受けて、随意契約の相手側として入札辞退した１業者から見積書を徴し、
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決定金額1,364万円で物品購入仮契約を締結した後、村議会の議決を経て、除雪ドーザ

購入は本契約となったということであります。 

これは令和５年度決算、令和６年度決算と２年続けて全く同じことをやったという

ことで、随意契約の相手方を入札辞退の業者とした不可解で不透明な対応ということ

で、この２年間も何も進展も解決していないという状況であります。 

続きまして、次に要望事項６件であります。１点のみ概略で説明申し上げたいと思

います。 

７ページを御覧いただきたいと思います。一番下に⑤ということで、「支出命令に関

する誤った債権者について」ということであります。 

これについては、ふれあい児童会費の需用費（消耗品費）の支出において、債権者

を誤って振込支払いをした事案が発生しました。 

８ページを御覧いただきたいのですけれども、「支出命令票の債権者名は、支出事務

において、その正確性の確かめる最も重要なものであることを再認識するとともに、

起票担当課や会計管理者等はダブルチェック体制を徹底し」ということであります。 

本来、支出命令票というのは起票担当者が起票して、あと係長、課長補佐、課長と

決裁を受けて、それから会計室に行きまして、会計係が内容をチェックし、最終的に

会計管理者が決裁をするわけですけども、誰一人この案件に気がつかなかったという

ことで、ただただ啞然となったという状況であります。 

それから（７）の「むすび」ですけれども、５行目「最後に、開村１５０周年の節

目の令和６年からの分岐点である今、村民の生命と暮らし、そして笑顔を守るため、

村長はじめ職員一人ひとりが、複雑多様化する村民ニーズなどに対応した行政サービ

スを安定的に供給するとともに、透明性を確保し、村民に対して十分な説明責任を果

たしてください」。 

続きまして、９ページを御覧いただきたいと思います。基金運用状況の審査意見で

あります。 

２「審査の対象」ということで、１基金、これは土地開発基金が該当します。 

５の「審査の結果」ということで、２行目の中ほどからですけども、「前述のとおり

審査した限り、重要な点において、村長から提出された基金の運用の状況を示す書類

の計数が正確であると認められ、基金の運用が確実かつ効率的に行われていると認め

られました」。 

６「審査の意見等」、（１）「土地開発基金の運用状況」ということであります。 
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６年度中に２万3,000円増加しました。これは預金利子ということで、２万3,000円

を積み立てまして、６年度末の現在高が7,906万5,000円ということになっております。 

（２）「むすび」で、最後の２行です。「今後とも、適正かつ効率的な運用に努め、

基金の設置目的に沿って、長期的な展望に立った円滑な執行及び一層の成果を上げる

ようにしてください」。 

１０ページを御覧いただきたいと思います。公営企業会計決算の審査意見でありま

す。 

２「審査の対象」ということで、３つの公営企業会計ということになっておりまし

て、水道事業会計、清水高原簡易水道事業会計、下水道事業会計のそれぞれの決算と

その下に書いてある書類が審査対象ということであります。 

５「審査の結果」。上から３行目の中ほどからですけども、「前述のとおり審査した

限り、重要な点において決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であると認め

られ、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認められました」。 

６「審査の意見等」、（１）「総括」、①「損益計算書」であります。ここには水道事

業、簡易水道事業、下水道事業、３つを並べて記載してあります。 

項目の３番の「経常利益」ということで、３つの会計とも経常利益が計上されてい

るということであります。 

１１ページに行っていただきまして、一番上の７の「純利益」でありますけれども、

３つの会計とも純利益が計上されているということです。 

７の「純利益」と９の「前年度繰越利益剰余金」を足したのが１１番の「当年度未

処分利益剰余金」として計上されております。 

次に、②「貸借対照表」であります。これも３つの会計をそれぞれ並べて記載して

あります。 

項目の１番から４番が資産関係、５から８が負債関係、９から１２が資本関係とい

うことであります。 

項目４の「資産合計」のそれぞれの数字と１３番の「負債・資本合計」のそれぞれ

の数字は一致しているということで、それぞれの会計がバランスが取れているという

ことがこれでご確認いただけるかと思います。 

次に③「企業債現在高の状況」であります。 

公営企業会計の企業債現在高は12億9,068万3,000円ということになっております。 

続きまして、④の「不納欠損額及び未収金の状況」であります。 
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ア「不納欠損額」ということで、６年度において不納欠損はございませんでした。 

イ「未収金」ということで、公営企業会計の未収金は401万1,000円ということであ

ります。水道使用料は前年度よりも減少しておりますけども、清水高原簡易水道使用

料と下水道使用料については前年度よりもアップしているという状況であります。 

１２ページを御覧いただきたいと思います。（２）は「水道事業会計」。 

最初は業務状況を書いてありまして、①「損益計算書」、②「貸借対照表」につきま

しては御覧いただきたいと思います。 

③の「資金収支」でありますけれども、キャッシュ・フロー計算書による資金残高

が５億6,523万4,000円ということで、これは積立金、普通預金、定期預金及び現金と

いうことで補完されております。 

（３）「清水高原簡易水道事業会計」であります。 

最初に業務状況が書いてありまして、①「損益計算書」、②「貸借対照表」につきま

しては御覧いただきたいと思います。 

③「資金収支」ということで、キャッシュ・フロー計算書による資金残高は2,026万

9,000円で、これは普通預金及び定期預金として保管されております。 

次に（４）「下水道事業会計」ということであります。 

１２ページの下のところに業務状況を書いてありまして、１３ページに行っていた

だきまして、①の「損益計算書」、②の「貸借対照表」を御覧いただきたいと思います。 

③の「資金収支」につきましては、キャッシュ・フロー計算書による資金残高が３

億6,944万2,000円で、これは普通預金及び定期預金として保管されております。 

次に（５）「是正又は改善を要する事項等」ということであります。 

四角の下ですけども、「後述のとおり、指摘事項１件及び要望事項３件が認められま

した」。 

指摘事項１件ですけれども、①として「水管橋布設工事（下竹田原町）に関する河

川占用等の許可及び砂防指定地内行為の同意」であります。 

これは水道事業会計におきまして水管橋布設替工事、仮設排水管工事が令和６年５

月２７日から始まりまして、本工事を経まして最終的に１２月２７日に完成したとい

うことであります。 

この工事場所である信濃川水系の一級河川・唐沢川は、長野県による河川法の許可

及び長野県砂防指定地管理条例の同意を得なければならないとされていて、明らかな

法令違反の状態が生じました。 
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監査員の方から指摘をしまして、河川占用等は令和６年９月３日付の許可、砂防指

定地内行為は令和６年１１月５日付の許可となったわけですけれども、全くこの河川

占用関係、それから砂防指定地内の行為については、担当課として意識が全くなかっ

たということで、いかがなものかということであります。 

結局、去年のもありましたけども、非常にこの組織が抱える問題として、制度とか

法令等を軽視する体質があるのではないかということを申し上げておきたいと思いま

す。 

次に要望事項３件ということで、これも１点のみ申し上げたいと思います。１４ペ

ージを御覧いただきたいと思います。②「消費税及び地方消費税に関する延滞税の発

生について」であります。 

下水道事業会計において、消費税及び地方消費税の延滞税が支出されていた事案が

ありました。消費税及び地方消費税の中間納付の納期限令和６年９月３０日を失念し

ていた結果、支払い遅延により延滞税5,600円が発生したものです。 

本当に信頼低下は必至であります。特に建設水道課は水道使用料、清水高原簡易水

道使用料、下水道使用料を収納する立場ですので、その立場においてこういう延滞税

が発生したということ自体、もうちょっと襟を正していただかなければまずいかなと

いうことであります。 

次に（６）の「むすび」であります。２行目の中ほどからですけれども、「耐震化及

び施設や設備の老朽化対策に要する経費の増加、人口減少に伴う水需要の動向による

収益への影響、スカイランドきよみずの今後に係る清水高原簡易水道事業会計の在り

方などにより、新たな局面を迎えているのではないでしょうか」ということでありま

す。今後も住民が納得できる質の高いサービスが提供されることを望むものでありま

す。 

最後に１５ページを御覧いただきたいと思います。これは参考資料ということです

けれども、「是正又は改善を要する事項等の年度別件数」ということで、令和３年度決

算から今年度の令和６年度の決算まで載せてあります。それぞれ数字等を記載してあ

りますので、御覧いただきたいと思います。 

以上で令和６年度山形村一般会計、特別会計、歳入歳出決算及び基金運用状況なら

びに公営企業会計決算の審査意見の報告とさせていただきます。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明及び代表監査委員の決算審査意見の報告が終わ

りましたので、これより認定第１号から認定第７号までの議案について、一括質疑を
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行います。質問事項が多項目にわたる場合にも、一括して質問してください。答弁は

その後で行うようにいたします。 

  それでは、質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４６号～議案第４８号 

○議長（大月民夫君） 日程第１６、議案第４６号から日程第１８、議案第４８号まで

を一括して議題とします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４６号から議案第４８号までの公営企業会計剰余金処分

３件の提案説明を申し上げます。 

初めに、議案第４６号「令和６年度山形村水道事業会計剰余金の処分について」の

提案説明を申し上げます。 

令和６年度決算により生じた利益剰余金について、地方公営企業法第３２条第２項

の規定により、その処分について議決を求めるものであります。 

内容といたしましては、未処分利益剰余金が１億196万8,000円となっていますが、

そのうち2,000万円を建設改良積立金として処分し、残りの8,196万8,000円は翌年度へ

繰り越すものでございます。 

次に、議案第４７号「令和６年度山形村清水高原簡易水道事業会計剰余金の処分に

ついて」の提案説明を申し上げます。 

令和６年度決算により生じた利益剰余金について、地方公営企業第３２条第２項の

規定により、その処分について議決を求めるものであります。 

内容といたしましては、未処分利益剰余金が1,617万7,000円となっていますが、そ

のうち500万円を建設改良積立金として処分し、残りの1,117万7,000円は翌年度へ繰

り越すものでございます。 

次に、議案第４８号「令和６年度山形村下水道事業会計剰余金の処分について」の

提案説明を申し上げます。 
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令和６年度決算により生じた利益剰余金について、地方公営企業法第３２条第２項

の規定により、その処分について議決を求めるものでございます。 

内容といたしましては、未処分利益剰余金が５億1,892万6,000円となっていますが、

そのうち３億円を建設改良積立金として処分し、残りの２億1,892万6,000円は翌年度

へ繰り越すものでございます。 

ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第４６号から議案第４８号までについて、一括

質疑を行います。質問事項が多項目にわたる場合にも、一括して質問してください。

答弁はその後で行うようにいたします。 

  それでは質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第４９号・議案第５０号 

○議長（大月民夫君） 日程第１９、議案第４９号、及び、日程第２０、議案第５０号

について、一括して議題とします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第４９号と第５０号の提案説明を申し上げます。 

議案第４９号「山形村道路線の廃止について」の説明を申し上げます。 

南野尻産業団地開発事業に伴い、４つの路線を廃止するため、道路法第１０条第３

項の規定により議決を求めるものであります。 

議案第５０号「山形村道路線の認定について」の説明を申し上げます。 

議案第４９号で廃止を提案した路線のうち、残存部分のある３つの路線について再

認定するため、道路法第８条第２項の規定により議決を求めるものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第４９号及び議案第５０号について、一括質疑

を行います。質問事項が多項目にわたる場合にも、一括して質問してください。答弁

はその後で行うようにします。 

  それでは質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５１号 

○議長（大月民夫君） 日程第２１、議案第５１号「一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５１号「一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について」の説明を申し上げます。 

一般職の職員の給与に関する法律において、扶養手当の支給要件である扶養親族の

範囲から、配偶者を削る改正が行われたことに伴い、一般職の職員の給与に関する条

例においても同様の改正を行いました。 

これに伴い、当該条例第１３条を引用する形で「扶養親族」の定義をしている条例

第３３条第１項第１号について、寒冷地手当においては扶養親族の範囲に配偶者を含

む旨の改正を行うものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第５１号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 
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          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５２号 

○議長（大月民夫君） 日程第２２、議案第５２号「職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例について」を議題といたします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５２号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例について」の説明を申し上げます。 

育児を行う職員の職業生活と家庭生活の両立をより一層容易にするための部分休業

の拡充を目的とした改正です。 

具体的には、現行の「１日につき２時間を超えない範囲内」の部分休業を「第１号

部分休業」とし、「１年目につき条例で定める時間（１０日相当）を超えない範囲内」

の部分休業を「第２号部分休業」として加え、職員がいずれかの形態を選択可能とす

るものでございます。 

また、部分休業の対象となる非常勤職員が養育する子の年齢について、現行の「３

歳に達するまで」を「小学校就学の始期に達するまで」とする改正となります。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○総務課長（藤澤洋史君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第５２号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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   ◎議案第５３号 

○議長（大月民夫君） 日程第２３、議案第５３号「山形村保健福祉センター施設の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５３号「山形村保健福祉センター施設の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例について」の説明を申し上げます。 

令和７年４月より、保健福祉センター内にこども家庭センターが設置されたことに

伴い、山形村保健福祉センター施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正し、こ

ども家庭センターについて加えるものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○子育て支援課長（中原美幸君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第５３号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５４号 

○議長（大月民夫君） 日程第２４、議案第５４号「山形村地域経済牽引事業の促進の

ための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例について」を議題

といたします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５４号「山形村地域経済牽引事業の促進のための固定資

産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例について」の説明を申し上げま

す。 
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本件につきましては、「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

に関する法律」に基づく促進区域において施設等を設置した場合、固定資産税の課税

免除が受けられるというものであり、今回、関係省令の改正により、対象期間が令和

１０年３月３１日まで延長となったことから、所要の改正を行うものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○税務課長（中村貞寿君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第５４号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５５号 

○議長（大月民夫君） 日程第２５、議案第５５号「山形村地域経済牽引事業企業立地

支援に関する条例の制定について」を議題といたします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５５号「山形村地域経済牽引事業企業立地支援に関する

条例の制定について」の説明を申し上げます。 

「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律」、いわ

ゆる「地域未来投資促進法」に基づき、現在開発計画が進められている南野尻産業団

地におきまして、村内に優良な企業が順調に誘致され、経済の活性化や雇用機会の拡

大が早期に図られることなどを目指し、進出する企業に対して、村が独自の支援措置

を講ずることを条例で定めるのでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○産業振興課長（中川俊彦君） ありません。 
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○議長（大月民夫君） それでは、議案第５５号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５６号 

○議長（大月民夫君） 日程第２６、議案第５６号「山形村における工場立地法に基づ

く緑地面積率等に関する準則を定める条例の制定について」を議題とします。 

  村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５６号「山形村における工場立地法に基づく緑地面積率

等に関する準則を定める条例の制定について」の説明を申し上げます。 

一定規模を超える製造業等の工場の建設においては、工場立地法で定められた緑地

等の面積割合につきまして、同法の規定に基づき、市町村が条例により独自の準則を

設け、地域の実情に即して区域ごとに割合を定めることが可能であることから、地域

未来投資促進法の重点促進区域である新産業団地を対象としたエリアの緑地面積率等

の割合の下限を拡大し、環境保全と産業振興の両立を図るものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで、担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

○産業振興課長（中川俊彦君） ありません。 

○議長（大月民夫君） それでは、議案第５６号について質疑を行います。 

  質疑のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 

○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案第５７号～議案第６２号 

○議長（大月民夫君） 日程第２７、議案第５７号から、日程第３２、議案第６２号ま
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でを一括して議題とします。村長の提案説明を求めます。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 議案第５７号から議案第６２号の令和７年度補正予算６件につ

いて、提案説明を申し上げます。 

初めに、議案第５７号「令和７年度山形村一般会計補正予算（第４号）」の提案説明

を申し上げます。 

一般会計の補正予算第４号は、歳入歳出予算の補正を行うものでございます。 

第１条の「歳入歳出予算の補正」は、歳入歳出の総額に１億5,485万3,000円を追加

し、補正後の予算規模を45億1,716万7,000円とするものでございます。 

主なものを申し上げますと、歳入予算では、村税に３億500万円、国庫支出金に1,676

万7,000円、県支出金に414万6,000円、繰越金に5,686万6,000円を追加し、地方交付税

を１億6,413万4,000円、繰入金を5,090万3,000円、村債を1,350万円減額しております。 

歳出予算では、総務費で2,112万2,000円、民生費で474万8,000円、衛生費で392万

9,000円、土木費で1,064万6,000円、教育費で714万9,000円を追加したほか、地方財政

法の規定に基づいて令和６年度予算の剰余金を積み立てる予算計上をしたため、諸出

金で１億450万6,000円の追加計上となっております。 

第２条の「地方債の補正」では、「公共事業債等」及び「緊急防災・減災事業債」「緊

急自然災害防止対策事業債」の限度額を変更するものでございます。 

詳細につきましては、補正予算及び補正予算に関する説明書のとおりでございます。 

次に、議案第５８号「令和７年度山形村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」

の提案説明を申し上げます。 

歳入歳出に3,376万7,000円を追加し、総額を10億9,200万9,000円とするもので、主

な内容として、歳入では前年度からの繰越金3,467万6,000円を計上いたしました。 

歳出では、繰り越した額のうち一定額を基金に積むため、1,745万円を計上しており

ます。 

次に、議案第５９号「令和７年度山形村後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第

１号）」の提案説明を申し上げます。 

歳入歳出に675万9,000円を追加し、総額を１億3,046万9,000円とするもので、歳入

では保険料の本算定により、特別徴収保険料661万1,000円、普通徴収保険料56万4,000

円をそれぞれ増額いたしました。これに伴い、歳出の県広域連合への保険料等負担金
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額についても増額しております。 

次に議案第６０号「令和７年度山形村介護保険特別会計補正予算（第２号）」の提案

説明を申し上げます。 

介護保険特別会計補正予算第２号は、歳入歳出に3,069万円追加し、総額を６億9,370

万7,000円とするものでございます。 

歳入の主なものでございますが、繰越金に3,035万3,000円、繰入金に24万7,000円を

追加しております。 

歳出についてですが、基金積立金に1,484万6,000円、諸支出金に1,162万8,000円、

繰出金に401万6,000円を追加しております。 

次に議案第６１号「令和７年度山形村清水高原簡易水道事業会計補正予算（第１号）」

の提案説明を申し上げます。 

簡易水道事業会計補正予算第１号は、収益的支出において浄水場の建屋の雨漏り修

繕に伴い、不足分として原水及び浄水費の修繕費に37万円を増額するものでございま

す。 

次に議案第６２号「令和７年度山形村下水道事業会計補正予算（第１号）」の提案説

明を申し上げます。 

下水道事業会計補正予算第１号は、収益的支出において、企業債の支払利息で営業

外費用に146万3,000円を増額するものでございます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） 村長の提案説明が終わりました。 

  ここで担当課長の詳細説明があれば、これを求めます。 

  初めに、議案第５７号についての詳細説明はありますか。 

  藤澤総務課長。なお、説明は着座のままで結構です。 

○総務課長（藤澤洋史君） お願いいたします。村長の案の提案説明とも重複する部分

がございますけれども、議案第５７号の詳細説明をさせていただきます。補正予算書

を御覧いただきながらのほうが分かりやすいかと思いますので、お願いいたします。 

この補正予算第４号につきましては、第１条で「歳入歳出の補正」、第２条で「地方

債の補正」を行うものであります。 

第１表では、歳入歳出それぞれ１億5,485万3,000円を追加させていただき、総額を

45億1,716万7,000円とするものでございます。 

第２表は「地方債の補正」でございまして、限度額を1,350万円減額するものとなっ
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ておりますので、ご確認ください。 

歳入について主なものを申し上げます。 

補正予算書の７ページを御覧いただければと思います。 

初めに村税でありますけれども、譲渡所得などの大きな変動要素がありまして、村

税を３億500万円追加いたします。この村税の増加に伴いまして、普通交付税を１億

6,413万4,000円減額するものでございます。 

国庫支出金では、物価高騰関連の対応重点支援地地方創生交付金などで、1,676万

7,000円が増額となります。 

繰入金では、当初予算合わせて肉づけ予算で基金から充当した財源のうち、今回の

補正予算の予算調整により5,491万9,000円を減額するものでございます。 

繰越金では、令和６年度の決算に伴い5,686万6,000円を増額しておりますし、村債

では総務債として、全国瞬時警報システムの整備事業に関わる緊急防災・減災事業債

を820万円減額し、土木債として公共事業債を760万円減額、併せて緊急防災・減災事

業債230万円の追加をお願いするものでございます。 

歳出について主なものを申し上げます。説明が多岐にわたりますので、補正予算書

の１５ページから御覧いただければと思います。 

総務費で2,112万2,000円の増額をお願いしてございます。 

財産管理費では、備品購入費として、温水型の除草器、それから、ラジコン草刈り

機の購入費として651万4,000円を計上させていただいております。 

企画費では、１０月採用の職員の人件費１名分、公共交通見直し支援業務に271万

7,000円を計上させていただきました。合わせて、地域おこし協力隊の関連経費を計上

する地域づくり費では、協力隊員の報酬等を361万円減額し、１７ページになりますけ

れども、物価高騰対応重点支援費では、補助金として930万円などを計上させていただ

きました。 

１８ページになりますが、戸籍住民基本台帳費では、会計年度任用職員の採用を予

定していた経費173万3,000円を減額させていただき、派遣会社への派遣に切り替える

ということで、その経費の関係で212万7,000円を計上させていただいております。 

２１ページになりますけれども、同じく民生費では、子育て世帯の特別給付金とし

て600万円を計上。一方で、物価高騰の支援事業の給付金を456万円減額してございま

す。 

２３ページの予防費では、予防接種の委託料として180万円を減額し、高齢者保健費
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では後期高齢者の医療の運営費として506万円を計上させていただいております。 

ページ少し飛びまして、２６ページをお願いしたいと思います。 

土木費では、同じく１０月に採用職員がありますので、そちらの人件費を計上させ

ていただいているのと、窓口業務を今までお願いしていました派遣会社への委託料を

減額してございます。 

道路維持費の道路舗装補修工事で236万5,000円、道路新設改良費では用地購入費で

1,000万円を増額し、道路改良等の補償費を196万2,000円減額させていただきました。 

２８ページからになりますが、教育費の関係になります。 

複合施設の建設にあたり、地中熱の利用調査に伴います調査料として700万円を計

上させていただいております。 

諸支出金では、令和６年度の決算が確定したのに伴い、財調、公共施設の整備基金

合わせて１億450万6,000円を計上させていただいております。 

詳細については、以上でございます。内容については、予算に関する説明書のとお

りでありますので、お願いいたします。 

詳細説明は以上です。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第５８号についての詳細説明はありますか。 

○住民課長（村田鋭太君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第５９号についての詳細説明はありますか。 

○住民課長（村田鋭太君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第６０号についての詳細説明はありますか。 

○保健福祉課長（篠原雅彦君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第６１号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 次に、議案第６２号についての詳細説明はありますか。 

○建設水道課長（中村 光君） ありません。 

○議長（大月民夫君） 提案説明が終わりました。  

  これより議案第５７号から議案第６２号までについて一括質疑を行います。質問事

項が多項目にわたる場合も一括して質問してください。答弁は、その後行うようにし

ます。  

  それでは、質問のある議員の発言を求めます。 

          （発言する者なし） 
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○議長（大月民夫君） 質疑もないようですので、以上で質疑を終結します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎議案の委員会付託 

○議長（大月民夫君） 日程第３３「議案の委員会付託」を議題とします。 

  本日提出されました認定第１号から認定第７号及び議案第４６号から議案第６２号

までについて、お手元に配付の議案付託表のとおり、各常任委員会に付託して審査す

ることにしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大月民夫君） ご異議ないものと認めます。よって、議案付託表のとおり、各

常任委員会に付託して審査することに決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

   ◎散会宣告 

○議長（大月民夫君） 以上で、本日の本会議の日程はすべて終了いたしました。 

本日の本会議はこれにて閉議し、散会といたします。 

（午前１０時２７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


